第２学年１組　保健体育科学習指導案
授業者　教諭　杉本　京太
１　日　時　　令和６年１０月２３日（水）　第５校時
２　場　所　　体育館
３　単　元　　球技：ゴール型「パックサッカー」
４　単元について
（1） 　サッカーは、パスやドリブルでボールを進めてシュートを狙ったり、パスカットやタックルなどで相手の攻撃を防いだりし、勝敗を競うことに楽しさがある。しかし、足でのボール操作は苦手意識のある生徒も多く、個人的技能の習得が難しいため、試合におけるゲーム様相は稚拙になりがちである。パックサッカーは、ボールを球体からパック型にすることで、はねたり、はじいたりすることで生まれるボール操作技術の難しさやボールに対する恐怖感を取り除き、「チームでどのように連携して攻防するか」という集団技術の習得に焦点を置くことができる。また、ゴールへのシュートではなく、ゴールエリアでのシュートパスを用いるアルティメットと同じ得点方法にすることで、空間に走りこんでのゴール前での攻防を意識させることができる。シュートパスは、一人では成功することが不可能であるため、本単元では「パスをする」、「パスをもらう」、「相手を引き付ける」などのチームにおける自己の役割を自覚して責任を果たしたり、互いに教えあったりするなど全生徒のゲームへの前向きな参加を促すことができる。　　
（2）   本学級の生徒（男子１８名、女子１７名、計３５名）は、男女の仲が良く、生徒同士のコミュニケーションもよく取れており、どのような運動に対しても積極的に取り組む明るく活発な雰囲気がある。また、部活動やクラブチームで運動部に所属する者が多く、体育の授業ではリーダーシップを発揮して活動する姿が見られる。運動の苦手な生徒もいるが、仲間と協力して活動し、自らの課題と向き合い一生懸命に挑戦をしている。単元開始前のアンケートでは、８９％の生徒が過去に授業や遊びでサッカーをしたことがあると答えた。また、６７％の生徒がサッカーについてプレイやＴＶ観戦、チームの結果や選手の成績について調べることが好きだと答えた。その一方で、５％の生徒がサッカーにマイナスな印象を持っており、「ボールを蹴るのが難しい」、「ゲームでボールにさわれない」、「パスが来たら困る」と答えている。苦手意識のある生徒を前向きに活動に取り組ませることが大切だと考える。
（3） 　本単元の指導に当たってはサッカーの特性を理解し、仲間と協力しながら個人やチームの課題や目標を明確にし、主体的に課題解決学習ができる資質・能力の育成を図りたい。
・パックやシュートパスによって苦手意識のある生徒が前向きに活動に取り組めると考える。
・シュートパスを成功させるために必要なオフザボールの人の動きを確認し、実際にプレイしている様子を動画を使って振り返ることで、仲間のいいプレイに気づいたり、改善点を見つけたりすることができるようにする。
・ジャンプの課題として「全員がシュートパスをもらう」ことを設定し、成功のためにはどのようなことが大切なのかをチームの中で共通理解させ、主体的にプレイに関わることや、仲間との対話に必要感をもたせる。

　
５　学習指導目標
（１）基本的な技能やボールを持たないときの動き方を身に付けることができる。

（２）ゲームでのチームの課題を解決するために自分が考えたことを他者に伝え、話し合いに前向きに参加しようとすることができる。

（３）ルールを守り、安全に気を配りながら活動することができる。

６　学習指導計画（全８時間）
（１）パスやドリブル、シュートパスなどの基本練習・・２時間

（１）ルールを理解するための試しのゲーム・・・・・・１時間
（２）チームの課題解決のための練習・・・・・・・・・１時間
（３）作戦を取り入れたゲーム・・・・・・・・・・・・４時間（本時３／４）
７　本時の学習計画
（１）本時の目標
・積極的に話し合いに参加し、動画やプレイの振り返りから自分の考えを仲間に伝えることができる。
・チームで考えた作戦を理解し、ディフェンスやパス、シュートパスをもらうための動きなどの自分の役割を果たそうとすることができる。

（２）学習の流れ　　
	学習内容
	教師の指導と支援活動
	形態

	１　準備体操・運動をする。
２　前時を振り返り、学習課題を確認する。

	・チームごとにビブスを着用し、整列させる。
・体育係主導で入念に体操をさせる。
・ゲームにつながる動きを取り入れ、体を温めさせる。
・前時を振り返り、本時の課題へつなげ、全体で学習課題を共有させる。
・できるだけ生徒の発言から、学習課題へつなげられるようにする。
	全体
全体

	３　ゲーム１をする。
（１）６チームに分かれてゲームをする。
（２）動画を確認して作戦を話し合う。

４　学習課題の確認、整理をする。

	・４人がゲームに参加、残りの２人または１人に自分たちの動きが確認できるように動画撮影をさせる。
・「ゲーム」と「振り返り」を６チームでローテーションさせる。
・試合をしていないチームに声をかけ、次の試合の工夫点を一緒に考える。
・ルールを徹底して、守られていない場合は止めて確認する。
・前向きなプレイや作戦には肯定的な声をかけ、活動の意欲を促す。
・シュートパス成功時の良い動きに気づかせる。
・いいボールが来たら、仲間同士でナイスボールと声をかけさせる。
・よかったプレイを紹介し、全体で共有したり、ルールの確認をしたりする。
	グループ
全体



	５　ゲーム２をする。
（１）６チームに分かれてゲームをする。
（２）動画を確認して作戦を話し合う。

	・ゲーム１よりも具体的な作戦のアイディアを伝え、ゲームの深まりを出すように促す。
・振り返りのときにも教師が話し合いに積極的に入り、考えるためのヒントを与えていく。
・全員シュートパスが成功したら、ボーナス点が与えられるルールとする。
	グループ

	６　本時の学習を振り返る。
（１）振り返りカードに記入する。
（２）発表する。
	・どうすればシュートパスが成功したか、または、なぜ成功しなかったのかを考えさせる。
・チーム内で出た作戦や課題、本時の感想を数名に発表させ、共有する。
・学習過程や発見した課題を意識して振り返らせる。
	全体


（学習課題１）シュートパスを成功させるために、大切なことは何だろう？





ゴールエリア





〇ルール


攻撃での得点方法は、ゴールエリアで味方からのパスをもらうと成立する「シュートパス」を用いる。シュートパスを出す際にパスをもらう味方はゴールエリアにいてはならない。つまり、パスを打った後にゴールエリアに侵入することとなる。





ゴールエリア





（学習課題２）チーム全員がシュートパスをもらおう。








